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英語学習者のIanguage learning strategyの研究
一中学生の英語スピーチにおける相互評価の分析を通して-
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A Study of English Language Learners'Strategies:

Through the Analysis of Junior High School Students'

Evaluations of their PeersI Speeches
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Abstract One of the most important outcomes of communicative language learning/teaching has been the enhancement of the

role of the learner in the language learning process. This shift of orientation has compelled us to focus our attention on the learning

process. Since we cannot empirically observe learning taking place, it is necessary to study it indirectly through tasks which elicit

learning strategies and by asking the learners themselves. In order to deve一op successful learning strategies and to encourage

students to act autonomously, they must become aware of their own and others'strategies.

With this in mind, the present study was designed to have 75 first-grade junior high school students evaluate their peer

learners speech production in order to identify what they be-ieve to be good 一earning strategies. The research findings showed

that learners can develop, even with only one year of studying English, their own clear ideas about what makes for a good speech.

In addition to linguistic input, the English language classroom needs also to provide learners with opportunities to develop

autonomous language learning strategies.

1　はじめに

学校教育の流れが知識注入になりがちな

teaching中心から学習者が自ら学び、考えること

を支援するIearning中心へと移行する中で、英語

教育においてもメソッドやテクニックといった教

師中心の活動計画の追求から、学習者がいかに目

標言語を習得していくのかというプロセスの解

明、あるいはそこに到達するために自ら「学ぶ力」

の育成に関心が高まっている。近年の第二言語習

得の研究においても言語学習者のIanguage

learning stra亡egyやmetacogilitive awareness

がキーワードとな、り、学習の内的プロセスへと視

点が移っている(Wenden and Rubin 1987;

Oxford 1990; Wenden 1991)。ただし、最近の

第二言語習得研究は中級や上級学習者を対象とし

ており、言語学習ストラテジーの研究成果がその

まま外国語としての英語教育場面には適用できな

い。日本の学校英語教育という状況においては、

学習開始年齢が遅いことから、学習者の認知能力

よりはるかに低い言語技能訓練の時期を経なけれ

ばならない。また、英語授業を主とした場面での

言語インプットの不足から多くの学習を学習者自

らの自己学習に依存することが多い。自ら「学ぶ

力」を支援するためにも、より効果的な学習方略

をどのように経験、体得させるのか、その内容と

方法を設定していかねばならない。

これまでの英語教育は、教室においてできるだ

けたくさんの言語材料の知識を学習者に身につけ

させようとするものであった。ただし、知識を与

える活動が自動的に学び方の修得につながるかは

*広島市立亀崎中学校　　* *広島大学附属東雲中学校

-31-



深　沢　清　治・小　西　英　子・胡　子　美由紀

はなはだ疑問である。いわゆる`good learner

であれば、教師が何も言わなくても自ら、あるい

は他者から自分なりの学び方を発見し、さらに良

い学習サイクルを模索、強化していくであろう。

しかしながら、このように自ら学習方法を悟るこ

とのできる学習者はごく少数であり、学び方がわ

からず、学習意欲や気力さえ消失していく多くの

英語学習者に対し、 「学び方を教える」あるいは

「学び方に気づかせる」という意識化

(awareness raising)の営みは、常に英語授業実

践の根底になくてはならない。

本研究は、第-に英語入門期にあたる中学校1

年に課した英語スピーチをクラスメートが相互評

価する際に、学習者が示す観点の分析を通して、

初級学習者の言語学習ストラテジーとしての評価

視点の特徴を同定し、第二に教師の指導観点と学

習者自らの設定した評価観点との比較から意識的

な学習ストラテジー・トレーニングの可能性I:探

ることを目的とする。

2　外国語・第二言語学習者ストラテジー

の概観

(1)学習者ストラテジー

英語学習において、学習者は目標言語について

の知識を受容するだけの存在ではなく、自らの学

習を模索する能動的存在でもある。中学入学時の

学習者は学習上のストラテジーに関して全くの白

紙状態ではない。それまでの学習経験から、学習

者は個々に独自の学習ストラテジーを発達させ、

自らの学習へと転移を図る。すなわち、小学校で

の教科学習経験からさまざまの学習ストラテジー

を備えてくる。ここで言う学習者ストラテジーと

は、言語学習を通して、学習の内的過程そのもの

を自己制御する方法であり、認知ストラテジー

(cognitive strategy)とも呼ばれるものである

(安藤、他1991)。

一般に学習者ストラテジーは、言語構造規則や

語法の理解を促進し社会言語学的能力を高めよう

とする学習ストラテジー、また学習場面での目標

言語における効果的な理癖・表現を図ろうとする

理解・表現ストラテジー、さらに目標言語使用場

面において表現欲求と表現可能性のギャップを埋

めるための問題回避行動として話し手・聞き手と

が相互努力を行うコミュニケーション・ストラテ

ジーとに大別することができる(Tarone 1981)。

これら三者間には表現欲求の程度や相互作用的側

面の有無などにより次のように峻別される。

(more communication-oriented)

Communication strategy = a mutual attempt to communicate

Production strategy = an attempt to use one's linguistic system

efficiently and clearly, with the least effort

Perception strategy - an attempt to interpret incoming utterances

efficiently, with the least effort

Learning strategy = an attempt to deve一op linguistic and

sociolinguistic competence in the TL

(more leam ing-onented)

第二言語習得研究では、言語使用場面での技能

不足を補足するためのコミュニケーション・スト

ラテジーの研究が大規模に行われているが、一般

に英語母語話者(NS)対英語非母語話者(NNS)間

のインタラクションを研究対象としている。ここ

では被験者はある程度の言語能力をすでに獲得し

ていることを条件としており、入門期の学習者を

対象とするには無理がある。これに対して、教室

内での学習ストラテジーの研究は必ずしも進んで

いない。その理由として、個々の学習者がどのよ

うな学習ストラテジーを活用しているかを外部か

ら観察するのは困難であることが考えられる。

(2)教室内で必要な学習ストラテジー

教室内でより効果的な表現活動を行うために、

学習者はどのようなストラテジーを援用するので

あろうか。自らが場面や状況に応じた効果的なス

トラテジーを用いるためのソースとなるものとし

て、教師による意識的指導と生徒自らがモデルと

して認めた身近な学習者の特徴を自ら採用するこ

と、の2方法が考えられる。前者は望ましい発表

のあり方についてのexplicit inputであり、後者

は教師の指導に基づきながらも、自らが他者の発

話を参考にしながら得るimplicit inputである。

そのうち、特に後者は、自らのあるべき自分の学

ぶ力に通じるもので、自らの学ぶ力である。

では、学習者が各自で無意識に使用している学

習上のストラテジーを記述あるいは引き出すため

に、どのような方策を立てればよいのだろうか。

学習者ストラテジーの研究には、アンケート等を

通して学習者に自分の取る、または取ると考える

ストラテジーを書かせる直接的調査方法と、ある
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タスクに取り組ませ、そこで学習者が用いる方略

を浮かび上がらせる間接的調査方法とが考えられ

る。調査方法のひとつとして、 retrospectiveあ

るいはintrospectiveな方法により、自分の内癖

での時間軸をもとに活動を記述する調査方法が可

能である。同時に、他者の表現活動を観察・評価

することにより、各々が適切と考える表現ストラ

テジーが投影され、そこに学習者の観点が表れる

と思われる。こうして学習者の観点を押さえるこ

とにより、学習者のストラテジーの特質を押さえ

ることができるであろう。

3.中学生による英文スピーチの相互評価

視点の分析

(1)調査日的、対象および時期

本調査では、英語学習入門期にあたる中学1年

生を対象に、同級生の英語のスピーチを聞かせ、

その際、学習者が用いるストラテジーのうち、表

現ストラテジー(production strategy)に着目す

る。調査対象および調査時期は以下の通りである。

なお、調査対象者は同学年生徒全員75名の相互評

価により全員から支持の多かった上位12名の代表

者である。

調査対象　広島市内国立大学附属中学校1年

生12名(男6名　女6名)

調査時期1997年1月23H (水)

ここで代表として選ばれた生徒たちに対する評

価の重みづけを相対化することにより、 1)評価

観点にどのようなばらつきがあるのか、 2)選ば

れた生徒の中でも上位に位置する生徒はどのよう

な視点に高い評価が与えられているのか、 3)教

師による評価視点がそのまま生徒側からの評価観

点になるのか、あるいは学習者独自の評価観点を

発達させるのか、などを調べることを本調査の目

的とする。

(2)方法

本調査は一連の英語表現活動の一貫として実施

されたものである。まず、 2クラス全員(75名)

による英語スピーチ合同発表会を持ち、そのうち

12名を代表者として選んだ。発表者は「自己紹介」、

「友人」、 「兄弟、姉妹」、 「本」、 「宝物」など、発

表タイトルを各自で自由に考え、原稿を完全に覚

えることを原則にしたが、発表時に不安な生徒は

原稿を見てもよいことにした。発表前に、話し手、

聞き手の双方にそれぞれ次のような注意を与え

た。

[話し手]

・大きな声でゆっくりと話す

・聞く人をよく見て話す

・絵や身ぶり等積極的に使おう

[聞き手]

・話す人をよく見て真剣に聞く

・最後に拍手をする

・自分の発表に生かせることを学ぶ

また、生徒全員に次表1のような評価用紙を配

布し、 4つの視点についてA (良い)、 B (ふつ

う)、C (もう少し)の3段階評価を記入し、さ

らに自由記述によるコメントを書くように指示し

た。

表1自己表現活動評価表

名 前 Title (題名) Eyecontact
(聞く人を見
て話す)

Content
(話す内
W l

Delivery
(訴える力、

絵、身ぶり等よ
く便つたか)

English 英
語らしさ)

気づき(コメン
トを書く)

- -
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表2　英語スピーチ相互評価集計表

N am e E y e c o n tac t C o nten t D e liv e ry E n g lish T o ta l

K M 2 .8 9 2 .8 8 2 .8 8 2 .8 8 l l.5 3

S N 2 .8 5 2 .7 5 2 .6 7 2 .6 4 10 .9 1

T K 2 .7 6 2 .7 8 2 .6 8 2 .6 5 10 .8 7

M H 2 .6 8 2 .7 9 2 .8 1 2 .4 5 10 .7 3

K T 2 .8 6 2 .8 2 .2 6 2 .6 1 10 .5 3

K M 2 .5 9 2 .7 4 2 .6 6 2 .4 2 10 .4 1

Y N 2 .2 2 .7 3 2 .7 3 2 .7 3 10 .4

N N 2 .5 8 2 .5 7 2 .5 7 2 .5 7 10 .2 9

IM 2 .4 9 2 .6 4 2 .2S 2 .8 8 10 .2 9

U Y 2 .7 9 2 .7 3 2 .2 5 2 .5 1 10 .2 8

Y N 2 .6 5 2 .5 3 2 .3 2 .4 1 9 .8 9

W K 2 .14 2 .6 5 1.8 2 1.9 7 8 .5 8

M A X 2 .8 9 2 .8 8 2 .8 8 2 .8 8 l l .5 3

M IN 2 .14 2 .5 3 1.8 2 1.9 7 8 .5 8

A V E R A G E 2 .6 2 2 二7 2 2 .4 9 2 .5 6 10 .3 9

S D 0 .2 4 3 9 0 .10 0 8 0 .3 0 9 8 0 .2 4 4 1 0 .7 0 6 7

(3)結果と考察

生徒による他者評価の結果を、 4つの視点にお

ける量的分析と、自由記述の集計による質的分析

の両面からまとめた。

(a)観点別量的分析

生徒75人による他者評価の分類A,B,Cをそれぞ

れ3,2,1点と換算して集計し、量的分析の結果を総

合評価の降順にまとめたのが表2である。

まず、 4つの視点(eye contact, content,

delivery, Eilglish)におけるばらつきを見ると、

最もばらつきがあったのはdelivery(MAX= 2.88,

MIN-1.82, SD=0.31)であり、逆に最もばらつき

の少なかったのはconteilt(MAX=2.i

MIN=2.53, SD=0.10)であった。このことから、

生徒側からの相互評価においては、スピーチを行

う際のdeliveryの巧拙が評価の決定要因になって

いることがわかる。次にEnglish, eye contactへ

と続いている。逆に、 contentについては肯定的

評価が多くばらつきが少ないため順位づけを行う

ための決定要因になっていない。

このことは個別データからも裏付けられる。す

べての評価視点について最高位にある生徒KMに

対して、 4視点のうちconteiltを除く3つまで最

下位の生徒WKは、 contentについては12人中第9

位になっている。このことからも他者評価におい

て、生徒はトピック画については積極的に肯定的

評価をする傾向にあり、これに対してdeliveryに

ついてはやや厳格に判断する傾向にあると考えら

れる。巧拙を決定するのが内容や英語よりもいか

にスピーチで自己表現を行うか、その発表技能面

により関心が高いと思われる。

(b)自由記述の内容分析

続いて、自由記述の内容について分析を行って

みたい。全般的な自由記述の内容として、話者の

スピーチの良さを肯定的にとらえているものが多

くみられた。また、教師による評価基準にとらわ

れることなく、各自が自分らしく自由にコメント

を書いている様子がうかがえる。これは、生徒同

士が相互評価用紙に書き込む基本的姿勢として他

の人の良さを発見する、または他の人から良さを

学ぶということを重視して指導した影響であろ
-1一

本研究では、次の2種類の視点に沿い分析を行

った。一つは、教師の意識的指導(explicit

input)による視点、二つ目は生徒自らが他者の

発話を参考にしながら考えうる独自の評価基準

(implicit iilput)による視点である。最後に生徒

独自の評価基準の具体例を示し、そのような評価

基準が表れた指導についてまとめ、生徒自身が考

え出した評価の視点を今後の生徒による自己学習

への継続指導へと結びつけたい。

教師による良いスピーチの評価基準の提示は、
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表3　自由記述による評価項目別人数(38人中)

大きい声でよい　　内容がはっきりよくわかった　　写真・絵がよい　　英語らしい

MSI

TK

IM

ll

4

5　　　　　　　　　5

表4　他者評価及び自己評価の具体的評価項目例

名前:TK

題目; MyFriend

他者評価:

・ゆっくりしゃべったり聞き取りやすい

・写真が見たかった

・間の置き方や声の大きさがよかった

・写真などを使えばもっとよかった

・最後に友人の名前をあかしてよかった(スピーチの構成がうまい)

・笑顔だった

・友達は宝物

・外国に友達がいてすごい

・山根君のことを紹介するのにすごくまとまっている

・今まで習った英語で、すごくいい英文を作っていると思った

自己評価:

・すごく緊張した

自由記述においても、生徒の評価基準作りに大き

く影響を与えている。自由記述において良いスピ

ーチであると評価を受けている話者3名をランダ

ムに抽出し、彼らによるスピーチに対する評価基

準内容と記述人数をみると、相互評価用紙の

delivery, Eilglishについての評価基準であるこ

とに気がつく。これは観点別集計による量的分析

の結果と同一であると言える。 (表3)

次に生徒独自の評価基準は多岐にわたり、 38名

分の分析でその評価基準の項目は80項目を越え

た。その評価基準の概要は、大きく次の4種類に

分類できる。

①　スピーチの構成や言語発話に関する生徒独

自の助言的な評価

②　スピーチのcontentについての感想として

の評価

③　今まで知らなかったことをスピーチを聞く

ことにより新たに知ったという、発見として

の評価

④　ス＼ピーチのcontentで取り上げられたこと

についてもっと知りたいという、今後の学習

意欲につながるものとしての評価

①の評価については明らかに教師による意識的

指導が大きく影響を与えている記述が多くあっ

た。しかし、 ②③④の評価については、教師の予

想を越えた生徒独自の評価が記述されている。具

体的に表2の生徒TKを例に取り、生徒独自の評

価項目をまとめたものが表4である。

・このような多岐にわたる生徒独自の評価基準が

記述された背景について、教科書による基本学習

までさかのぼり、その指導についての気づきを述

べる。まず、スピーチの作文の原形となる教科書

による基礎・基本学習はきちんとほぼ全員の生徒

に履修され、理解されていることが必要であると

いう立場から指導した。そして、聞き手にとり、

話されている内容が十分に伝わり理解されている

ことが、生徒独自の評価基準を作る基本的な条件

となっているという前提で指導に当たった。

もう一つの大事な点は、スピーチの内容と評価

基準の関係である。スピーチの内容が教科書によ
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る基礎・基本学習だけをもとに書かれているだけ

ではなく、教科書で学習した履修内容の理解を大

きく越えない程度の未習語を含む方が、生徒独自

の評価基準を生み出す上で好条件となる学習環境

を作ることが生徒作文の使用語句より観察され

る。既習内容だけで書かれたスピーチへの評価は

単調でおもしろみに欠けるという評価をする生徒

もいた。既習内容の中に未習語が含まれることは、

聞き手に「なぜ」という疑問を起こさせやすく、

また、既習内容を駆使し、その意味を類推しよう

とする意欲を起こさせる指導-と結びつけること

ができる。ただし、指導において教科書による基

礎・基本が定着していない状態で末習語を使用す

ることは、生徒独自の評価基準を作り出すどころ

か、かえって学習内容の混乱をきたすことが懸念

される。

(4)相互評価用紙を活用した今後のスピーチ指

導への示唆

最後に、学習活動中における相互評価用紙の活

用についてまとめたい。表4でも表れているよう

に、正しく自己評価をすることは、生徒にとって

とても難しいものである。しかし、相互評価用紙

を使い、まず、他者評価をすることから始めると、

他者評価をすることと自己評価をすることが比較

され、また、重ね合わされ、客観的に評価する目

を養い、より正確な自己評価-と導くことができ

るのではないだろうか。比較し、重ね合わせる過

程で、他人のスピーチの良さに気づいたり、発見

したり、また、その良さを真似ようとしたり、学

習者自身の力により、評価基準が作られ始められ

ると思われる。

相互評価用紙により、生徒同士が評価し合い、

他の生徒の良さを発見し、自分の学びに生かそう

とする場合、できるだけ多くの生徒の発表を聞か

せることが大事である。比較する対象が多くある

方が、正確に自分の評価基準を作ることができる。

また、学習活動中の相互評価は、学習活動の途中

に組み込み、他者評価による気づきやそれによる

生徒独自の評価観点を今後の自分の発表に生かせ

る余地を残すような使い方をする方が、学ぶ力を

育てていくための手だてを支援することになる。

生徒独自で育みつつある評価基準を、今後の生

徒による自己学習へのラーニング活動へと転移さ

せるため、教師は新たな指導法を模索したり、ま

た、生徒への新たな学習の場を設定したり、新た

な試み.を継続指導する必要がある。 E]的としての

あるべき姿を単に解説するよりも、学習者間の相

互評価を通して自らのロールモデルを兄いだして

いけるようになる機会を教師がいかに仕組み、支

援できるかに、新たな教師の役割が求められるで

あろう。

結論

本研究では、英語教育において「学ぶ力」を育

成していくための活動デザインを考えるために、

自己表現活動に見られる学習者の表現ストラテジ

ーの分析を行った。英語という教科の特徴から、

特に入門某射こおいては教師に依存することが多い

が、教師側からの働きかけ(トレーニング)に対

して、他者から、あるいは相互に学習することを

通して自らあるべき方向を体得する(ラーニング)

可能性も今回の自己表現活動の分析を通して明ら

かになった。その結果、他者の中に良い自己表現

活動のモデルがあること、さらに教師側からの働

きかけのみでなく、自ら望ましい方向を模索、発

見し、独自の評価基準を生成していく学習者の姿

も見られた。

今後、学ぶ力を育てるためには、教師側からあ

るべき方向についてモデルを提示し、解説をして

練習を行わせるトレーニング的活動と、相互学習

機会を提供し、自ら、あるいは他者からの学びを

支援、促進するためのラーニング的活動をバラン

スよく導入していく必要がある。入門期という時

期においてさえ、条件が与えられれば自ら学ぶ力

を育てることは可能である。今後はいかに他者か

ら学ぶ機会を多く創出し、また教師側が良い発表

に表れた学びの進展を認めて、取り上げ、他の学

習者と共有させてゆくかを新たな指導および評価

のあり方として考えていかねばならない。
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